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第１００回（令和７年度）草津市障害児(者)自立支援協議会 定例会                      

                と  き   令和７年７月１８日（金）午前 9：30～ 

                                  ところ   草津市役所８階 大会議室 

Ⅰ. 全体会（第 99回）のアンケート結果                          （P1～6） 

                                                                 資料１ P２ 

Ⅱ． 草津市障害児（者）自立支援協議会                          （P7～39） 

部会等の報告 

(１)相談支援部会                                                   資料２ P４ 

(２)子ども支援部会                                                   資料３ P６ 

 ・障害児相談支援事業所連絡会 

 ・医療的ケア児の会議 

 ・放課後等デイサービス事業所連絡会 

 ・児童発達支援事業所連絡会                                                                                    

課題別懇談会                                                      

（1）「にも包括」の推進のための検討会 

（2） 生活介護事業所における行動障害を呈する人の支援者懇談会 

(3) 移動支援や日中一時支援事業の実態把握からの検討（懇談会） 

(４) グループホーム設置事業者懇談会                                 資料４ P9 

    (５) 重心（医療的ケア含む）障害児者の入浴機会のモニタリング  

    (６) 障害者差別解消支援地域協議会の検討会 

       

Ⅲ．（湖南地域障害児（者）自立支援協議会  

（1） 連携会議                                                     資料５ P12～P７９ 

    （２） 進路部会 

    （３） 重症心身障害児者・医療的ケア児等支援推進チーム 

    （４） 行動障害支援ネット 

    （５） 作業部会 

    （６） 就労選択支援事業に向けた検討会  

    （７） 地域生活支援拠点等の整備プロジェクト                           資料６ P５１～６８   

     

Ⅳ． トピック 

    障害者差別解消支援地域協議会について                              資料７ P８０～９３ 

 

Ⅴ.  事業所・活動紹介（パンフレット等の配布）                              資料８ P９４ 

 

次回の草津市障害児(者)自立支援協議会の日程（令和７年度） 

 

 

 

 

 

 

開催日       令和 7年  9月 19日（金）   

時  間            9：30～11：30  

場  所       草津市役所 8階大会議室 

 

参考：詳細資料のあるものは下線がついています。

河川がついているのは資料 
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草津市障害児（者）自立支援協議会（第９９回全体会議アンケート） まとめ 

                                             ＊回答数 ２２名/参加者 ９８名  

                                                                  (内グーグル ７名) 

● 所属について （重複回答有） 

  

 

 

 

 

 

 

● １ 草津市の障害福祉の主な取り組みについての報告は理解できましたか？ 

 

 

 

 

 

・ 事業説明の時、資料番号かページをしっかり言ってから説明して欲しい。 

・ なかなか制度を変えていくという事は難しい。誰かがどこかが動かないといけない。 

・ 説明が長く、要点がわかりにくかった。 

・ 障がいのある方達の生活を考えていただけるのであれば、提言書に対して具体的な策が速やかに提

示されないことに違和感がある。 

 

● ２ 草津市障害児（者）自立支援協議会からの報告は理解できましたか？ 

 

 

 

 

 

・ 事業説明の時、資料番号かページをしっかり言ってから説明して欲しい。 

・ りらくさんの説明はよく理解できた。わかりやすかった。 

・ 要点をもう少し絞られているとありがたいです。 

・ 資料がみにくい。質問はある程度あらかじめ質問者を選定し、しっかりと行政から回答が得られる形に

して欲しい。 

   

● ３ 昨年度の草津市障害児（者）自立支援協議会からの提言・要望についての草津市からの回答につい

て理解できましたか？ 

 

 

 

 

・ 相談事業所さん、りらくさんの説明がとても分かりやすかった。 

  ・ 緊急の課題、解消していかなければならない課題に、本腰を入れて取り組んでほしい。 

相談支援事業所（者） 3 福祉サービス事業所（者） 11 

保健・医療関係機関 ２ 教育関係機関  

就労関係機関 ４ 権利擁護関係機関  

当事者団体  関係行政機関 １ 

その他（相談支援機関）  その他（隣保館）  

その他（無記入）  無記入 １ 

１ よく理解できた ２ ２ 理解できた １０ ３ まあまあ ９ 

４ あまり理解でき

なかった 

１ ５ わからなかった   無記入  

１ よく理解できた １ ２ 理解できた １３ ３ まあまあ ７ 

４ あまり理解でき

なかった 

１ ５ わからなかった 
 

無記入  

１ よく理解できた １ ２ 理解できた １０ ３ まあまあ ７ 

４ あまり理解でき

なかった 

３ ５ わからなかった   無記入 １ 

資料 １ 
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・ 発達支援センターの要望への回答があいまいで、残念でした。 

    ・ ゴミ出し支援事業が使える人の範囲は、かなり狭い印象があります。 

  ・ ぼんやりとした話が多かったように思う。明確に答えが出せないものについては、理由を明示していた

だきながら出せないと言ってもらえる方が分かりやすいです。 

  ・ 具体的な策が提示されなかったことを残念に思う。相談員不足については、当事者家族、事業所側の 

困り感（相談先が事業所のみである等）を情報提供できる場をつくって欲しい。 

 

● ４ あなたの職場、団体、地域などで困っておられることや自立支援協議会で取り上げて欲しい内容を教

えてください 

 

  ・ 配布資料が一部横配置になっており、データー端末で見る場合困る。すべて正位置としてほしい。差し

替え資料がある場合そのページのデーター配信だけではなく、差し替え後の全データーも配信してほ

しい。端末で見る場合を考慮。 

  ・ グループホーム設置事業者（障害者対象）懇談会の開催を期待している。少人数（４～５人）利用者の

グループホームの部会ができれば幸いです。利用者の空き（未充足）により施設の運営が赤字となり

困っている。支援よろしくお願します。 

・ グループホームの空き有に、積極的に紹介してほしい。 

・ 障害児相談員の不足のため、セルフ利用者に対しての支援について相談する場がない。その部分を発

達支援センターに担って欲しい。子ども支援について共有できる機会をつくって欲しい。 

 ※児童発達支援事業所連絡会はあるが、行政の会の進行がお粗末である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4 

R７年度 草津市自立支援協議会 部会・懇談会活動報告  

部会・懇談会名 相談支援部会   （会 場）草津市障害者福祉センター 報告者 中村 順子 

部会長 中村（おひさまはうす） 

副部会長 石本（はたらこっと） 

構成機関 

 

アザレア、大地、ケセラセラ、ディフェンス、はたらこっと、風、ぽアソ、ほっとココ、歩歩、わかたけ、

おひさまハウス、風彩、クロスロード、 ビバーク、りんくる、草津市発達支援センター、  

草津市障害福祉課、障害者福祉センター、基幹相談支援センター 

事務局 草津市基幹相談支援センター（中村・寺嶋） 

今年度のねら

い 

●地域課題の共有と検討、情報共有                                                         

●ケース支援に関する課題の解決等、事例を通して検討する。 

回数・開催日時 年間 6回開催 （開催時間はいずれも 13：30～15：30） 

【第１回】 

R７年 

４月１６日（水） 

 

〇参加数：２３

名 

〇参加機関数： 

１５事業所 

（機関） 

〇欠席： 

５事業所 

 

【内 容】 

・自己紹介・新規事業所の紹介  ・各事業所の現状報告  ・新旧部長の交替 

・新年度の予定・内容の確認   

・新たな取り組みの確認：ケース支援に関する課題の検討 

【情報提供】 

 草津市障害福祉課 

・支給決定について（受給者証発行遅延の解消にむけて） 

・申請書類簡略化（提出書類の削減） 

・サービス等利用計画（案)記載内容の統一について 

 ＊重度訪問介護支給量の記載については、内訳記入 

・就労継続支援での在宅サービス支援利用について 

＊在宅利用支援希望申請は、更新時毎に申請書提出することが県で統一され受給

者証には、「在宅利用可」と記載することになった。 

【意見交換】 

・相談支援専門員が広い目を持ち転換できる力を養っていくことが大切。相談支援専

門員がオンラインでもつながれる機会があるとよい ⇒ 相談員サロン開催 

今後の対応 事例を用いた検討を後半に毎回実施する。 

6月 18日（水） 歩歩 河地さん 

8月 20日（水） わかたけ 中原さん 

10月 20日（水） 風彩 松井さん 

12月 17日（水） ケセラセラ 並河さん 

2月 18日（水） りんくる 辻さん 
 

 

【第２回】 

６月１８日（水） 

〇参加数：２０名 

〇参加機関数： 

１４事業所 

（機関） 

【内 容】 

前半（13:30～14:30） 

【情報提供】 

草津市から 

・ゴミ出し支援について 

＊高齢者等ゴミ出し支援事業が 9月から開始となり、コミュニティー支援型と直

資料 ２ 
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〇欠席： 

５事業所 

 

接支援型とがある。 

・「避難行動要支援者の個別避難計画」について相談支援員の協力を依頼された。 

・避難行動要支援者登録制度についての説明があった。 

・拡大事業の報告 

 ＊訪問入浴事業の利用回数の増加、対象者を障害児にも拡大 

 ＊障害者等日常生活用具給付に人工呼吸器用外部バッテリーを追加 

 ＊ストーマ装具の基準額引き上げ 

新規開設情報  

・グループホーム OASIS GARDENの説明 

 

後半（14:30～15:30） 

・事例を用いた検討 

  ・事例提供 歩歩 河地相談員 

（事例） 利用者の保護者のご逝去にあたっての支援 

＊相談員はどこまで支援が必要か。相談員はどこに相談すればよいか。 

 

 

相談員サロン（障害者福祉センターと ZOOMのハイブリット開催） 

日   時 参加者 主な内容 

 

【第１回】 

５月２１日（水） 

１４：００～ 

   １５：００ 

 

 

６名 

 

・移動支援の必要な方が多い中、移動支援の受け入れをしてもらえる事業所が

無い。⇒ それぞれ相談員の対応について情報共有 

・福祉有償運送等、移動にかかる事業の情報共有 

 

【第２回】 

６月２５日（水） 

１２：００～ 

   １３：００ 

 

 

１０名 

 

・介護移行の会議についての情報共有 

・モニタリング時の対応について、情報共有 

 ＊事業所によって協力体制に差異があることや、事業所へのモニタリングシ

ートの協力依頼にかかる経緯や手順などの情報共有 
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令和７年度こども支援部会 

◆関係会議 

（１）草津市放課後等デイサービス事業所連絡会 

【目的・内容】 

市内事業所の横のつながりを深め、質の高いサービス提供を進めるため交流会と研修会を実施        

【参加機関】市内事業所 

〇情報交換交流会 

日程 内容 

第１回 

（４月２１日） 

第２回 

（６月４日） 

 

〇６年度こども支援部会の報告、報酬改定の影響についてのアンケ

ート結果の報告。 

・事業所によっては医療的ケアが必要な重症心身障害児から発達障

害、不登校、要対協ケースを受け入れており、こどもの状態像や

家庭環境が多岐にわたっている。人手不足や事務作業の増加もあ

り、現場は厳しい状況。 

・強度行動障害のある困難ケースへの対応について研修を希望。 

・アンケートでは書類業務・請求業務の増加、加算取得の困難化と

収入減、支援の質への影響を懸念する等の意見があった。 

・熱中症対策のための水分補給の方法や非正規職員を含めた会議や

情報共有の方法について意見交換。 

・１０月予定の放課後等デイサービス事業所説明会、基本情報作成

等の作業の確認。 

 

〇研修検討会議・研修会 

日程 内容 

第１回会議 

（４月１５日） 

第２回会議 

（６月２７日） 

 

【第１回会議】 

・今年度の研修会について協議。 

（第１回研修会）各事業所のサービス内容（遊びや活動）で当初の

ねらい通り実施できたものと、できなかったものについて報告。

その理由や今後の対応、他の事業所に聞いてみたいこと等につい

て意見交換を行うことで予定。 

（第２回研修会）自傷、他害等の行動面で個別対応が必要なケース 

等について講演会を生活介護事業所とともに実施予定。 

【第２回会議】 

・第１回研修会を実施して振り返りを行い、８年度の内容について 

協議を行った。 

・８年度は、６年度報酬改定から５領域（「健康・生活」、「運動・感 

覚」、「認知・行動」、「言語・コミュニケーション」、「人間関係・ 

社会性」）の視点を含めた支援や個別支援計画の作成が求められ 

ていることから、各事業所の日頃の支援（活動）にどのように各 

領域が位置付けられているか、グループワークで報告して研修す 

る予定。 

第１回研修会 

６月６日 

 

・第１回会議で協議したとおり、各事業所のサービス内容（遊びや 

活動）についてグループワークで意見交換を行った。 

・１２事業所、２３人参加。 

（他、基幹相談支援センター、発達支援センターも参加） 

 

（２）草津市児童発達支援事業所連絡会 

【目的・内容】 

市内事業所の横のつながりを深め、質の高いサービス提供を進めるため研修会等を実施        

【参加機関】市内事業所 

資料 ３ 
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日程 内容 

第１回 

（７月９日） 

・昨年度の連絡会の取組の確認や、各事業所が抱える課題、職員研 

修の内容を情報交換するとともに今年度の連絡会の研修会につ 

いて協議。 

 

（３）障害児相談支援事業所連絡会 

【目的・内容】 

障害児相談支援事業所で相談支援の現状や課題を協議するため開催 

【参加機関】市内事業所、基幹相談支援センター 

日程 内容 

第１回 

（５月２８日） 

〇児童福祉法のサービスの支給決定基準について 

・児童発達支援、放課後等デイサービス等の支給量の基準や 

サービス利用にあたっては園所、学校での支援の状況を確 

認しながら進めていくこと等を確認。こどもの過ごす場所 

が午前は園所、午後は児童発達支援事業所と分かれていく

ことをどう考えるか等、協議を行った。 

・保育所等訪問支援については事前にサービス提供事業所 

や受け入れる園所、学校、保護者等で目的や実施方法を共 

通理解してから進めることを確認。 

〇支給決定の遅延の対応 

・申請書の送付時期を前倒ししていく。更新月の２か月前に 

送付する。 

〇６年度こども支援部会の報告、報酬改定の影響についての

アンケート結果の報告 

・障害児相談支援所が６年度３事業所開所したが２事業所 

閉所しており、事業継続のために必要なことを考えてい 

く。報酬の対象となりにくい相談支援の評価やモニタリン 

グ期間の共通理解、相談支援が児童と者に分かれている課 

題等を検討。 

・アンケートでは事務作業の負担、経営の不安定さ、他機関・ 

保護者との連携困難、支援対象の複雑化等の意見があっ 

た。 

・児童福祉法と障害者総合支援法のサービスを併給してい 

る利用者の申請書類は、まとめて発達支援センターで受け 

付けることで相談支援事業所の負担軽減を図る。 

 

 

湖南地域障害児（者）自立支援協議会 重度障害者部会 

重症心身障害児者・医療的ケア児等支援推進チーム 

【目的・内容】 

重症心身障害児者・医療的ケア児等が住みなれた地域で健やかに成長発達できるための効果的な取り

組みを検討し、支援を推進するため支援推進チームを設置する。 

【参加機関】（事務局：重症児者相談支援センターびわりん、湖南４市障害福祉課、草津市発達支援セ

ンター、草津保健所） チーム会議には事務局に加えて訪問看護ステーション「オリーブ」、「ちょこ

れーと。」、「かたつむり」、障害福祉サービス事業所アシスト Nico ぱせり、通所支援事業所 YELL、草

津養護学校、野洲養護学校 

日程 内容 

第１回 事務局会議 

（５月７日） 

 

〇年間計画 

・５月１３日に大阪府へ医療的ケア児の通学支援事業を視 

 察予定。 
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第１回 チーム会議 

（６月２５日） 

・昨年度と同様、公開シンポジウムを開催予定。教育と福 

祉の連携等をテーマに検討する。 

〇通学支援事業の取組 

・大阪府の視察での質問事項の確認。 

・前年度からの議論や今後の視察結果をふまえて湖南圏域 

の通学支援事業を充実する取り組みを検討。 

・現行の草津養護学校への通学支援事業の回数を増やす、 

地域の小中学校特別支援学級に通学している児童も対象 

とする、訪問看護ステーションの看護師以外にも、放課 

後等デイサービスの看護師や喀痰吸引研修の受講者もケ 

アできるようにする等を検討していく。 

 

◆今年度の推進チームの運営、年間計画について 

〇令和５年度に実態調査、６年度にシンポジウムを実施し、 

人材確保や通学支援等の課題を把握。 

〇通学支援先行事例の視察の報告 

・大阪府では通学支援の回数に制限はない。（滋賀県１２回） 

 府立学校に通学する児童生徒を対象。 

・ケアの実施は訪問看護だけでなく、喀痰吸引の研修を受け 

た生活介護事業所も登録している。 

・通学支援の範囲は自宅と学校間。校外学習や放課後等デイ 

サービスは対象外。あくまで通学に限定。 

・キャンセル料は保護者負担。（滋賀県 県負担） 

・大阪府の補助を受けて通学支援を実施している市が１０ 

 市（市立学校に通学する児童生徒を対象。） 

〇シンポジウムについて 

・１２月頃に通学をテーマに実施する方向で検討 

〇その他 

・保護者の負担軽減を図るため、通学支援も含めて医療的ケ 

ア児レスパイト事業について他の県、市の取組を調査し、 

湖南圏域としても実施できるか協議していく。 
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第 2回（令和 7年度第 1回）  

草津市グループホーム設置事業者懇談会 議事録 

 

 日時 令和 7年 7月 11 日（金）１０：００～１１：３０ 

  場所 草津市立障害者福祉センター（福複センター）２階  

社会適応訓練室 

参加者：きららホーム 西川氏、コンゼ 松本氏、グループホーム住倉草津 今江氏、ソーシャルインクルー草津橋

岡 武部氏、ちるほーむ玉川 近藤氏、Dear House 嶋田氏、ホームばとん 井上氏、大滝氏、みのりハウス 岡

本氏、グループホーム・ケアホーム ゆかの里 行岡氏、飯尾氏、 ラビホーム 奥村氏、若草の家 崎山氏 

事務局：基幹相談支援センター 中村・片岡、草津市立障害者福祉センター 小枝氏 

 

１．  自己紹介 

グループホーム一覧表の正誤確認のためのメモを参加者に記載してもらった。 

●Dear House  

草津市のホームページに載っているグループホームの住所の変更を市に申し出ているが、一向に変わらな

い。基幹からも伝えてもらいたいとの要望があり、基幹も対応することが伝えられた。 

 

２．  R6年度 懇談会の振り返り 

  ●基幹相談支援センターから、昨年度開催した懇談会で話し合われた内容などが報告された。 

   （以下の様な内容が話された点が報告されている） 

  ＊R7年度から義務付けられた『地域連携推進会議』の持ち方について、すでに R6年度から実施してい

る事業所から、参加者等参考に情報提供があった。 

   ＊それぞれ、利用定員に満たないグループホームもあり、空床があるが、マンパワーの関係や、利用者

の障害状況により受け入れの可否・人数が変わる。 

 ＊マイナンバーカードなどの貴重品管理も事業所に依頼される。仕方なく対応しているが、各事業所

ではどのように取り組まれているか。の意見交換があり、多くのグループホームではマイナンバーカ

ードまでは管理しないようにされていることと、成年後見人などの選任などの提案があった。 

＊それぞれのグループホームに若干の空床があるが、事業所によっては、空床を埋めることでマンパワ

ーが不足してしまうという、ニーズと支援のバランス、人件費と報酬とのバランスを取ることが難し

いことが分かった。 

 

３． 共同生活援助事業あるある話 

（困りごと・うちではこうしています等ざっくばらんに話した。） 

 ●地域連携推進会議の開催状況について、実施した事業所の様子が報告された。 

  ＊利用者本人・親御さん・計画相談支援員・B型作業所・障害福祉課で予定していたが、当日利用者本人と親

御さんのキャンセルがあり、その他のメンバーでオンラインも使って会議を行った事業所があった。 

 ⇒ 本人・親不在（キャンセル） の場合、参加必須の 2者がおられないので、地域連携推進会議としては成り立

っていないのではないか。 

 ⇒ 必須条件である利用者、家族については、グループホームの利用者であることと、家族については、参加した

利用者の家族である必要が無いことは、共通認識された。 

 ⇒ 日程調整が難しいという意見が出され、平日 3 時ごろに開催した事業所や事務所で会議を実施したという

情報提供があった。 

 

  ＊作業所の管理者・自治会長・市議会議員等の参加も予定している。自治会を通して行う中、かなり協力的で

助かっているという事業所があった。 

資料 ４ 



10 

 ⇒ 自治会に加入している事業所（今年度班長の役割を担っている）が、地域の行事や清掃活動に参加すること

になる為、仕事としては大変であるが、グループホームの状況を知ってもらうきっかけになりとても意味のあるも

のと捉えられている事業所があった。 

 ⇒ 利用者自ら地域行事に参加することで、地域住民が利用者のことも気にかけてもらえることに繋がっている

事業所があった。 

 ⇒ 民生委員児童委員、自治会長とかを予定していたが、市が取り持ってもらう必要があると感じているという意

見が出た。 

 

 

 ●日常生活品費・光熱水費・食費などの課題について話が上がった。 

 ＊食材費が高騰しているが、食費の徴集と材料費の過不足の対応に困っている事業所が多かった。 

⇒  昨年実績と今年度実績とが大幅に違ったという報告があった。（職材料費の高騰の影響は非常に大きい様

子）（多くの事業所に共通する課題であるようだ） 

⇒ 1 か月精算、常に食材費が想定している分より上回っている。不足分は回収していない。金額の上振れの範

囲を決めていて、大幅に上回らない現状なので、何とか頑張っているという事業所があった。 

⇒  月に 1 回精算する。食材費が高騰する中で、1 年後に精算できるか心配なので、リスク管理の観点からも、

大変だが毎月精算としているという事業所があった。 

⇒ 前述と逆に、年に 1 回となっているため、最終で数万円の過剰徴集があり、返金となった。その場合利用者は

とても喜んだが、逆の場合（今後、食材費の高騰が想定され）不足分を徴収することが難しいと思われ、前述の

対応にすべきだと気付かされた事業所があった。 

 ＊食事の提供方法について、情報共有された。 

⇒ 夕食は、調理済みの食材を購入し、レンジで温め直し提供。また、ご飯・汁物は職員にて調理して提供している。

朝食は、職員の手作りで提供するため、職員によって内容にバラツキが出るという課題を抱えている事業所が

あった。ただ、一定のバラツキについては許容しているとのことだった。 

⇒ 管理栄養士がメニューを決めていて、スタッフが作るがそれぞれの意見の相違もある。  

レシピだけを作ってもらう。31 日分のレシピの報酬。3 万 3 千円 （相場は 6 万程度か）という事業所があっ

た。そこでは、食事は部屋に運んでいる。課題は、作り手の入れ替わりが生まれる（職員の退職など）が、直ぐに

後継の者が見つからないということが報告された。 

＊光熱水費については 

⇒ 毎月一部屋ごとの清算、光熱費は 1万円としていたが、上回る分は実費請求。（マンションタイプで、部屋ごと

に電気メーターがついているというハード面の好条件があることが言える。） 

  ＊日用品費については、 

 ⇒ 生活用品は都度精算。預かるということをせずに、都度精算している事業所があった。  

 ⇒ 一定の額を請求していた場合、持ち出し分は事業所から出すことになる事業所もあった。 

 

 ●徴収した費用を上回って請求しなければならない場合に、重要事項説明書等に追加徴収があることを謳って

いるか、という質問が出た。 

 ⇒ 重説に費用の徴収については、余暇費についても謳っている事業所があった。 

 ⇒ 契約書・重要事項説明書に謳っておらず、事業所持ちとなっているところもあった。 

 

【相談員からの要望が事務局から報告された。】 

●モニタリングに際し、個別支援計画が義務付けられていると思うが、相談員に渡せている状態でしょうか？ 

●計画作成者（サービス等利用計画）と事業所（個別支援計画）との連携強化ということから、個別支援計画を

計画相談員に提示できているか？ 

⇒個別支援計画は作成しているが、連携については連絡があった場合に電話で回答したり、質問に対しての記録
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を送っているだけ。という事業所が多かった。 

＊R6 年度の改訂で R7 年度から、計画相談員等に事業所が個別支援計画を提示することが義務付けられてい

ることが共通認識された。 

 

 

４． その他 草津市グループホーム事業者懇談会 会長・副会長 の選任    

● 会長  みのりはうす 岡本 和秀氏 

● 副会長 ホームばとん 井上 晃爾氏 

 

次回 日程  12月から来年 1月の期間中に開催できるよう、日程調整することが決まった。 
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